
ＴＫ－９６１０ 使用説明書 

（８回路リレーボード） 

■特長 

・８Ａ（定格）の動作確認用ＬＥＤ付きリレーを８回路搭載しています。 

・ガラスエポキシ基板を使用しておりますので、高信頼性です。 

・小型設計（９０ｍｍ×６０ｍｍ）です。 

・当社ＤＴＭＦ製品（ＴＫ－７０Ｓｅｔｃ．）に直接接続できます。 

 

■仕様 

・電源電圧・・・・・・ＤＣ９～ＤＣ１５Ｖ 

・消費電流・・・・・・２４０ｍＡ（最大） 

・出力容量・・・・・・ＡＣ２５０Ｖ、ＤＣ３０Ｖ以下  ５Ａ（抵抗負荷）、２Ａ（誘導負荷） 

・寸 法・・・・・・・・・９０×６０（ｍｍ） 

 

■付属品 

・基板用スペーサ・・・４  ・２Ｐコネクター付き電源コード・・・1  ・当社製品（ＴＫ７０Ｓ）接続ケーブルセット・・・1 

・リレー接点出力コネクターハウジング・・・２  ・コネクタコンタクト・・・２０（予備４個含む） 

 

■基板概観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■コネクタについて 

【表１】 ＣＮ１ 電源入力                           【表２】 ＣＮ２  リレードライブ入力 

POWER ピン番号 信 号 名  PI 用     途 

1 電源入力 Ｄ９Ｖ ～ ＤＣ１５Ｖ   

2 ＧＮＤ  

 ＤＴＦＭデコーダー（ＴＫ－７０Ｓ） 

の１０Ｐコネクターと接続 

 

【表３】 ＣＮ３、４ リレー接点出力 

ＣＮ３ ピン番号 用     途  ＣＮ４ ピン番号 用     途 

9  16 

10 
リレー０１の接点出力 

 15 
リレー０８の接点出力 

11  14 

12 
リレー０２の接点出力 

 13 
リレー０７の接点出力 

13  12 

14 
リレー０３の接点出力 

 11 
リレー０６の接点出力 

15  10 

 

16 
リレー０４の接点出力 

 

 

9 
リレー０５の接点出力 

【図１】 
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■配線について 

本ユニットでは、【図１】のように電源入力（ＣＮ１）、リレードライブ入力（ＣＮ２）、リレー接点出力（ＣＮ３、４）を別々のコネクタに分けてい

ます。以下に、コネクタごとの配線方法について説明します。 

 

★電源入力の配線 

付属のコネクタ付き電源コードを、本ユニットの電源入力コネクタＣＮ１に差し込み、赤色のリード線を電源のプラス側に、黒色のリード線

を電源のマイナス側に接続します。 

 

★リレードライブ入力の配線 

付属の１０Ｐコネクタ付きケーブルセットをＤＴＦＭデコーダー（ＴＫ－７０Ｓ）の出力コネクタと接続します。 

 

★リレー接点出力の配線 

制御する機器の配線に、付属のコネクタコンタクトを接続しコネクタハウジングに挿入後ＣＮ３、およびＣＮ４に差し込みます。 

最大８回路までの機器のＯＮ/ＯＦＦ制御が可能です。 

 

■結線実例 

 

 

 

 

電源ＤＣ１２Ｖ 

かしめる 

無線機 

動作表示ＬＥＤ 

ＤＴＭＦデコーダー 

TK-70S（別売）ｅｔｃ． 

付属のコネクタ付ケーブル 

付属の接続コード 

各種の被制御機器へ 

各種の被制御機器へ 

無線機の外部スピーカー端子へ 

ＰＡＴＯＫ 

松本無線パーツ株式会社岩国 

740-0018 山口県岩国市麻里布町４－１４－２４ 

TEL 0827-24-0081（代）FAX 0827-24-1444 

【図２】 


